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   出所：Karl E, Weick, The Social Psychology of Organizing, Random House, 1979, p.45.遠田雄志訳 

























   出所：Henry Mintzberg, Bruce Ahlstrand, Joseph Lampel, Strategy Safari, The Free Press, 1998, p.12.  
   齋藤嘉則監訳『戦略サファリ』東洋経済新報社，1999 年，13 頁。 
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― 6 ― 
IT をはじめとする諸知識も必要となり、その要員は外部依存となる可能性が高くなる。この点に
ついては次項にて詳述することとする。 




















示しており、企業にとって IT 戦略がより重要なものとなっていったことが分かる。 
出所：吉井博明『情報のエコロジー』北樹出版，2000 年，92 頁。より抜粋 
 
 表１ 産業におけるコンピュータ利用に関する４つの発展段階 
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出所：総務省編『平成 17 年版 情報通信白書』ぎょうせい，2005 年，134 ページ。より抜粋 
 






















出所：経済産業省商務情報政策局監修『情報サービス産業白書 2005』コンピュータ・エージ,2005 年,124 頁｡ 
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― 12 ― 
と「創造的側面」が組み合わさっており、従来から存在する「自律的側面」に対して「創造的側
面」が新たな課題となっていることを論じてきた。また、これをふまえた具体的な運用要件を検
討するために IT 戦略立案を取り上げて論じてきた。 
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